














•

•



食料品

容器・

包装材商品

使い捨て商品

PR関連
事業所で使用

そのほ

か



食料品

容器・包

装材
商品

使い捨て

商品

PR関係

事業所で

使用
その他











エネルギー起源

の二酸化炭素

（CO2）

非エネルギー起源

の二酸化炭素

（CO2）

メタン（CH4）

一酸化二窒素（N2O）

代替フロン等

４ガス 資源循環

が貢献でき

る余地あり

その他

エネルギー転換（コークス製造）
1%

鉄鋼業
11%

化学業
5%

その他製造業
6%

運輸（貨物）
7%

事業用発電
33%

その他エネルギー転換
2%

農林水産鉱建設業
2%

業務他(第三次産業)
5%

運輸（旅客）
9%

家庭
4%

工業プロセス及

び製品の使用
4%

廃棄物
3%

その他（間接CO2等）
0.3%

廃棄物、工業プ

ロセスなど
0.4%

農業他
2%

廃棄物、工業プロセ

スなど
0.4%

農業他
1%

半導体その他

製品製造
1%

冷蔵庫及び

空調機器
4%

その他
0.3%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

2000 2005 2010 2015 2020
（速報

値）

資
源
循
環
が
貢
献
で
き
る
余
地
が
あ
る
割
合

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
［
百
万
ト
ン

CO
2換
算
］

出典：第40回環境省中環審・循環型社会部会（2022年4/5）

3R＋Renewableの取組による貢献につ
いて評価するもの。運輸（旅客）、業務
他などのその他の部門であってもライ
ドシェアその他の循環経済ビジネスに
よる削減効果が期待されるがここでは
対象外としている。















プラが抱える諸課題のうち最も重視する課題
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社会の中で主観的に
避けられるプラ

避けられないプラ

いらない
プラ

個人の
主観として
いるプラ

 PC、基板
 マウス
 クレジットカード
 関数電卓
 スマホ
 電子辞書
 眼鏡
 腕時計
 ストップウォッチ
 イヤホン
 傘
 扇風機
 ペットボトル
 修正テープ

 ハンドクリーム
 USB
 スマホフィルム
 目薬
 消しゴム
 拡大鏡
 ハブラシ
 綿棒
 モバイルバッテリー
 リップ
 ピアス
 プリクラ
 コンタクトレンズ
 スポンジ

 医療機器
 電線被膜
 水道管
 実験器具
 スマホ
 ヘルメット
 オムツ
 軟式ボール
 ピンポン玉
 カメラ
 ごみ袋
 絆創膏

 お菓子の袋
 学生証カバー
 ポケットティッシュ
 通帳
 通帳カバー
 名札ケース
 雑誌の袋
 DMの包装
 封筒の窓
 広告のマグネット

 雨の日の新聞
 レシート（感熱紙の顕色
剤）

 過剰包装

 レジ袋
 フィルムケー
ス

ストロー
おしぼり
傘袋
 CD
硬貨ロール
輪ゴム

小売店でもら
う割りばしの
袋

 DVD
紙コップ飲料
のフタ

 ラップ

嗜好せずとも
ついてくる

 ポイントカード
 筆箱
 ヘアゴム
 ペン
 ファイル
 マスク
 靴
 充電器
 証明写真
 かゆみ止め
 水筒
 うちわ

 キーホルダー
 衣類
 くし
 定規
 ステープラー
 はさみ
 エコバッグ
 下敷き
 朱肉
 懐中電灯
 緩衝材
 人工芝

 農業ハウス
 インク
 印鑑
 植木鉢
 コップ
 計量カップ
 自転車
 カップ麺
 皿
 ペットボトル
 ごみ箱
 髭剃り

エッセンシャルユース

削減の取り組みが
行いやすい

素材変更や代替
の促進が可能

環境と安全/12巻（2021）1号
https://doi.org/10.11162/daikankyo.20G0901



■代替品を知っているが、

プラ製のこの製品が必要

■代替品を知っているため、

プラ製のこの製品は不要

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

■代替品を知らないため、

プラ製のこの製品が必要

■この製品そのものが不要
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